
　
　

　　
米
国
内
の
牛
飼
養
頭
数
約
8
9
3
0
万

頭（U
SD
A/N

ASS 2023 Jan

）の
う
ち
、

肉
用
牛
は
2
8
9
0
万
頭
で
、
中
西
部
か
ら

中
南
部
の
5
州（
テ
キ
サ
ス
州
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ

州
、
カ
ン
ザ
ス
州
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
、
ミ
ズ
ー

リ
州
）で
肉
用
牛
の
7
割
以
上
を
生
産
し
て
い

ま
す（
図
1
）。

　
2
0
2
2
年
は
記
録
的
な
干
ば
つ
が
発
生

し
、
繁
殖
母
牛
の
淘
汰
が
加
速
し
た
た
め
、

肉
牛
の
年
間
出
荷
頭
数
は
14
年
以
来
の
低
水

準
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
急
激
に
増

加
し
て
い
る
の
は
酪
農
場
か
ら
産
出
さ
れ
る
肉

用
牛
で
す
。
10
年
の
年
間
出
荷
頭
数
は

1
0
0
万
頭
程
度
で
し
た
が
、
23
年
に
は

9
0
0
万
頭
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
内
臓

廃
棄
等
の
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
ア
ン
ガ
ス
種

と
比
べ
枝
肉
の
評
価
は
高
く
、
新
た
な
牛
肉

資
源
と
し
て
生
産
、
研
究
の
両
面
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　　　
米
国
で
も
労
働
力
不
足
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
I
C
T（
情
報
通
信
技

術
）機
器
を
活
用
し
た
飼
養
管
理
に
加
え
、

最
近
で
は
体
温
や
活
動
量
の
測
定
に
よ
る
体

調
管
理
等
の
研
究
が
盛
ん
で
す
。
他
に
も
、

牛
の
ゲ
ッ
プ（
メ
タ
ン
ガ
ス
）低
減
の
研
究
や
、

素
牛
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
時
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
飼
養
管
理
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の

給
与
、
負
担
が
か
か
ら
な
い
積
載
方
法
な
ど

の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　　
23
年
に
行
わ
れ
たTri-State-D

airy 
N
utrition C

onference

に
お
け
る
研
究
を

紹
介
し
ま
す
。
子
牛
の
ア
ニマ
ル
ウ
ェル
フ
ェア

に
つ
い
て
研
究
す
るPem

pek

博
士
に
よ
る

と
、
子
牛
を
長
期
輸
送
す
る
と
、
多
く
の
子

牛
に
低
血
糖（
74
％
）と
脱
水（
68
％
）の
症
状

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
輸
送
期
間
が
短
い

子
牛
は
、
長
い
子
牛
と
比
較
し
て
死
亡
率
の

低
下
、
下
痢
の
低
下
、
正
常
な
血
糖
値
の
維

持
、
体
重
増
加
率
が
高
い
、
な
ど
の
結
果
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
牛
の
長
期
輸
送
を
行
う
場
合
は
、
分
娩

後
の
初
乳
給
与
は
も
ち
ろ
ん
、
図
2
の
よ
う

な
対
策
が
必
要
で
す
。
ト
レ
ー
ラ
ー
内
を
清

潔
に
保
ち
、
気
温
に
も
気
を
配
り
、
低
温
時

は
カ
ー
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、
気
温
が
高
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
夜
に
移
動

す
る
事
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

輸
送
中
の
振
動
は
牛
の
重
心
が
変
化
し
て
不

快
な
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
牛
を
ト
レ
ー
ラ
ー
の
進
行
方
向
に
対
し
、
垂

直
に
立
た
せ
る
こ
と
で
振
動
が
少
し
緩
和
さ

れ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、D

eters

博
士
とH

ansen

博

士
の
研
究
に
よ
る
と
、
輸
送
中
の
牛
の
酸
化

ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
輸
送
前
の
ビ
タ
ミ
ン
C

の
注
射
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
C

の
注
射
に
よ
り
、
輸
送
後
の
日
増
体
量
が「
処

置
し
な
い
場
合
」と
比
べ
、
有
意
に
高
く
な
っ

た
と
報
告
し
て
い
ま
す（
図
3
）。
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米国で酪農・畜産の最新技術を研究
マイナー研の小野淳也さん

ＪＡ全農 畜産生産部 
飼料畜産中央研究所
研究職員

小野淳也 さん
2012年入会。日々、マイ
ナー研との共同研究及
び、米国における酪農畜
産産業に関する最新の研
究に取り組んでいます。

ウィリアム・Ｈ・マイナー農業研究所
搾乳牛を約500頭飼養する、米国内でもトップクラスの研究
所。教育や地域貢献にも力を入れており、大学生を対象とし
た農場実習や、ニューヨーク州立大学プラッツバーグ校の
調査研究拠点としての施設開放などを行っています。また、
周辺地域の酪農家（カナダを含む）に最新の酪農情報を提
供しています。
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青点1つで
2,500頭の
肉牛を表す

米国の肉用牛飼養頭数　USDA/NASS,2017

現地の精肉店の様子

図3
子牛の長期輸送時のビタミンC摂取による体重の変化

図2
子牛の長期輸送時
の水分補給

分娩後 初乳給与

移動日の朝 十分量のミルク（２L以上）

移動直前 電解質

移動時の
トレーナー内 こまめな水分補給
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